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人

見

の

農

業
国

I 

江
戸
・

明
治
時
代

守
八
郎
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
古
文
書の
な
か
に 、
太
閤
検
地
と
思
わ
れ
る
天
正一
九
年
(一
五
九

二
の
田
帳
が
あ
る 。
そ
れ
を
み
る
と
三
O
余
人
の
百
姓の
名
前
が
連
記
さ
れ
て
い
る 。

そ
の
人
見
村
は 、
海
岸
線
に
平
行
し
て
東
西
に
走
る
通
称
獅
子
山
を
は
さ
ん
で 、
内
陸
部の
人
見
本

ム
ラ
と
海
に
面
し
た
神
門か
ら
なっ
て
い
た 。
し
か
し 、
徳
川
幕
府
時
代
に
なっ
て
そ
の
支
配
は
北
組

と
南
組
に
分
割
さ
れ
た 。
現
存
す
る
資
料
が
乏
し
い
た
め
南・
北
両
組
に
関
す
る
確
か
な
こ
と
は
わ
か

ら
な
い
が 、
人
見
村の
主
力
は
北
組
で
あっ
た
と
思
わ
れ
る 。

『
近
世
日
本
漁
村
史の
研
究』
に
よ
る
と 、
人
見
村
北
組の
農
家
戸
数
は 、
正
保二
年(一
六
四
五)

三
二一円
で
あっ
た
も
の
が 、
享
保
四
年(一
七一
九)
に
は
九
六
戸
と
増
え 、
そ
の
後は
文
化
六
年(一

八
O
九)
九
五
戸 、
文
政
七
年
(一
八二
四)
九三
戸
と
ほ
ぼ
定
着
し
て
い
る 。

こ
の
人
見
村の
農
業
につ
い
て 、
青
蓮
寺の
境
内
に
あ
る P
人
見
水
利
組
合
解
散
記
念
碑d
に
は
「
人

見の
農
業
は
昔
か
ら
天
水
を
頼
り
に
行
わ
れ
来
り
し
も 、
日
照
り
の
年
は
稲の
植
付
け
は
出
来
ず 、
米

作
り
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
ず:・
(
後
略)」
と
記
し
て
あ
る 。
つ
ま
り 、
小
糸
川
の
流
域
で
営
ま
れ

た
農
業で
あっ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず 、
そ
の
条
件
は
か
な
り

厳
し
かっ
た
こ
と
が
伺
え
る 。
そ
の
理
由

堰下水利組合解散記念碑=青蓮寺
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は 、
人
見
村の
地
形
が
台
地
性
で 、
小
糸
川
の
河
床が
低い
と
い
う
構
造
的
な
もの
に
あっ
た
よ
う
だ 。

水
車
に
よ
る
取
水
は
す
で
に
徳
川
時
代
か
ら
あっ
た 。
し
か
し 、
規
模の
小
さ
な
も
の
で 、
共
同
施
設

と
し
て
の
水
車
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
なっ
た
の
は
明
治
に
入っ
て
か
ら
で
あ
る 。
こ
の
水
車
につ
い

て
は
さ
ら
に
後
述
す
る
と
し
て 、
各
種
資
料
や
参
考
文
献に
よ
る
人
見
村の
農
業
につ
い
て
述べ
て
み

ょ
う 。近

江
屋
甚
兵
衛
の
熱
心
な
勧
め
を
受
入
れ 、
小
糸
川
河口
で
海
苔
養
殖
に
成
功
し
た
の
は
文
政
四
年

(一
八
二一)
で
あ
る 。
当
時の一
戸
平
均の
耕
地
面
積
は 、
比
較
的
所
有
規
模の
大
きい
家々
か
ら

な
る
北
組
で
さ
え
も 、
せ
い
ぜ
い
四
反
六
1

七
畝で 、
し
か
も
全
耕
地
の
七
O
%
余
り
が
畑
で
あっ
た 。

大
豆
が
主
要
な
商
品
作
物
で 、
主
と
し
て
大
堀
や
坂
田
の
醤
油
醸
造
家
に
販
売
し
て
い
た
以
外
は 、

と
ん
ど
自
給の
た
め
の
も
の
で
あっ
た 。

水
田
と
いっ
て
も
揚
水
技
術の
未
発
達
な
当
時
で
は 、
そ
の
大
部
分
が
い
わ
ゆ
る
天
水
田
と
い
う
不

安
定
な
用
水
条
件
に
制
約
さ
れ 、
生
産
性
も
低
かっ
た 。
し
た
がっ
て
農
業
だ
け
で
生
計
を
維
持
す
る

家
庭
は 、
全
般
的
に
生
活
が
苦
し
かっ
た
もの
と
推
察
さ
れ
る 。

近
世
に
お
け
る
人
見
村の
各
家々
の
耕
地
所
有
状
況
を
北
組の
例で
み
る
と 、
海
苔
養
殖
を
は
じ
め

た
当
時 、
所
有
耕
地
五
反
未
満の
家
は
全
体
の
七
七
%
を
占
め
て
い
る 。
す
な
わ
ち
零
細
農
家が
圧
倒

的
に
多
かっ
た
こ
と
に
な
る 。
こ
れ
に
比べ
て一
町
以
上
の
耕
地
所
有
者
は
約一
O
%
で 、
土
地
を
所

有
す
る
階
層の
分
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る 。

こ
の
分
化の
経
過
を 、
正
保二
年
か
ら
明
治
六
年
ま
で
の
お
よ
そ
二
三
0
年
聞
を
た
どっ
て
み
る
と 、

一
町
以
上
層の
割
合が
年々
減
少
し 、
逆
に一
反
未
満の
小
規
模
農
家が
増
加
し
て
い
る
の
が
眼
につ

く 。
ま
た 、
五
i一

O
反
層
は
正
保二
年
以
降 、
し
だ
い
に
増
加
す
る
傾
向
を
示
し 、
一
1

五
反
層
は tま

神門を含む人見村北組所有耕地規模別農家戸数の推移(単位.戸)

正保2年 享保4年 文化6年 文政7年 明治6年

(1645) (1719) (180 9) (1824) (1873) 

l反未満 。 23 24 27 38 

1 � 3反 7 32 35 29 33 

3� 5反 8 18 16 16 17 

5� 7反 2 6 6 5 8 

7 �10反 4 6 5 8 9 

l町以上 11 11 9 8 6 

5十 32 96 95 93 111 

各年次とも守八郎家所蔵文書「田畑名寄帳」による。
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む
し
ろ
漸
減
し
て
い
る 。
す
な
わ
ち 、
人
見
村の
耕
地
所
有
階
層の
動
き
は 、
五
反
層
を
軸
に
し
て
両

極へ
の
分
化
が
み
ら
れ
る
が 、
と
く
に
零
細
層
が
多
く
なっ
て
い
る
の
が
め
だっ
て
い
る 。

こ
う
し
た
傾
向
は
幕
末
期
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
も
同
様の
傾
向
を
示
し
て
い
る 。
そ
の
う
ち
明

治
七
年の
数
字
は 、
南
北
両
組の
総
戸
数
と
思
わ
れ
る
が 、
慶
応二
年
(一
八
六
六)
に
比
較
し
て
無

石
高が
大
幅
に
増
え
て
い
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る 。
こ
の
な
か
に
は 、
明
治
維
新
以
後に
帰
農
し
た
旧

武
土
層が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
注
目
し
た
い 。

耕
地
所
有
規
模の
零
細
化の
原
因
に
は 、
零
細
農
家に
お
け
る
分
家
や
移
住
家の
増
加
が
大
き
く
影

かわかけ

なみかけ

響
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る 。
そ
の
ほ
か
に
川
欠
と
か
波
欠
に
よ
る
耕
地
の
被
害
も
あっ
た
よ
う
だ 。
ま

た 、
地
主
に
よ
る
土
地
の
買
収
も
無
視
で
き
な
い 。
こ
の
土
地
の
買
収
は
人
見
村
地
主
に
も
み
ら
れ
た

が 、
隣
村の
大
堀・
坂
田
の
醤
油
醸
造
業
を
は
じ
め 、
近
隣の
商
人
の
手
中
に
移
動
す
る
も
の
も
少
な

く
な
かっ
た 。
な
お 、
明
治
六
年の
人
見
本ム
ラ
の
耕
地
面
積
は 、
水
田一
一
町一
反一
畝一
二
歩 、

畑
二
七
町一
反
四
畝二
O
歩
で 、
や
は
り

畑
が
圧
倒
的
に
多い 。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と 、
人
見
村の
農
業
は
けっ
し
て
恵
ま
れ
た
条
件
と
は
い
え
ず 、
早
魅
期
に

かんがし

し
か
し 、
こ
の
耕
作
も
濯
概
用の
水
車

は
米
作
を
大
豆
作
に
転
換
し
た
と
い
う
記
録
が
残っ
て
い
る 。

が
普
及
し
て
か
ら一
変
す
る
こ
と
に
な
る 。
水
車の
利
用
は
寛
政
年
間に
すで
に
あっ
た
ら
し
く 、
名

すいしゃがかりひぎり

主
八
郎
右
衛
門つ
ま
り
現
在
の
守
八
郎
家
に
水
車
に
関
す
る
古
文
書
が
残っ
て
い
る 。
「
水
車
掛
日
限

議
定
書」
と
い
う
も
の
で 、
寛
政
四
年
(一
七
九二)
四
月二
九
日
の
日
付が
あ
る 。

グ
人
見
水
利
組
合
解
散
記
念
碑d
の
碑
文
に
よ
る
と 、
「
有
志
二ハ
名
は
地
区
を
流
れ
る
小
糸
川
の

水
源
利
用
に
着
目 、
明
治二
七
年 、
堰
下
三
六
三
番
地
先
に
水
車
を
新
設せ
り 。
土
俵
を
使
用
し
て
の

堰
止
め
等 、
骨
身
を
削
る
労
苦
だっ
た
と
言
わ
れ
る 。
永い
間
水
に
恵
ま
れ
ぬ
耕
地
も
次
第
に
潤い
を

人
見
堰
下
揚
水
場
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増
し 、
開
発
整
備
の
促
進
と
共
に
水
路
新
設 、
暗
渠
排
水
も
逐
次
完
成
さ
れ 、
立
派
な
水
田
を
見
る
に

至
る 。
時
に
耕
地
面
積二
八
町
歩 、
農
家
戸
数
六
六
戸
な
り 。
(
中
略)
明
治
四
三
年 、
水
車
老
朽
に

依
り 、

再
調
水
面
よ
り
陸
地
ま
で一
九
尺 、
全
径一
九
尺 、
全
幅一
五
尺 、
一
分
間
回
転
数
五
回 、
揚

水
機
使
用
日
数
年
間
約
九
O
日 、
新
調
総
額一
O
八
O
円
也 。
以
来 、
七
O
年の
問 、
明
治 、
大
正
と

そ
の
実
績
を
積み
重
ね
来
り
し
も 、
大
正
二一
年 、
関
東
大
震
災
に
よ
り
水
車
は
全
面
的
な
被
害
を
受

け 、
使
用
不
能
と
な
り 、
当
時 、
役
員
は
必
死
の
運
動
を
続
け
た
結
果 、
つ
い
に
国
及
び
県
の
補
助
金

を
獲
得 、
翌
二二
年 、
石
油
発
動
機の
取
付
に
成
功
す
る 。
こ
の
こ
と
に
よ
り

堰
下
耕
地
整
理
組
合
と

し
て
正
式
組
合
団
体
と
し
て
発
足
す
る 。昭
和二一
年 、
電
力モ
ー
タ
ー

に
変
わ
り 、
さ
ら
に
四
二
年 、

最
新
式モ
ー
タ
ー

に
切
替
え::
(
後
略)」
と
あ
る 。
つ
ま
り 、
小
糸
川
表
流
水
の
取
水
が
容
易
に

なっ
て
か
ら
は 、
人
見
村の
農
業
も一
変
し
た
こ
と
が
理
解で
き
る 。

E 

大
正
期
と
大
震
災

明
治
末
期
か
ら
大
正
時
代
に
か
け
て
は
小
糸
川
流
域
の
開
発が
盛
ん
に
行
な
わ
れ 、
畑
か
ら
水
田へ

の
切
替
え 、
山
林・
原
野の
開
墾
な
ど
活
発
に
実
施
さ
れ
た 。
こ
の
た
め
水
田
が
大
幅
に
増
え 、

えどり

に
収
益
性
の
高い
作
物の
栽
培
が
行
な
わ
れ
た 。

ち
な
み
に
明
治三
九
年の
人
見
村の
水
田
は一
二
町
七
畝三
二
歩で 、
明
治
六
年
と
比
較
す
る
と
約

倍
増
し
て
い
る 。
明
治
四
四
年
に
は
人
見
信
用
組
合
が
ス
タ
ー
ト
し 、
大
正
四
年
に
は
水
車
が
「
藤
原

式」
に
改
良
さ
れ
た
こ
と
も
影
響
し
た
の
か 、
水
田
は
二
六
町
五
反
五
畝一
八
歩に 、
大
正
七
年
に
は

二
八
町
二
反
八
畝
に
拡
大
し
て
い
る 。
行
動
的
で
努
力
家
だっ
た
人
見
村の
人
た
ち
の
気
質
を
知
る
こ

圃
人
見
の
水
車

所
在
地、

周
西
村
人
見
堰
下
三
六
三
番
地
先

堀
付
年
月、

明
治
四
三
年
三
月

濯
瓶
面
積、

二
人
町
歩

型
式
及
台
数、

流
し
込
み
揚
水
車
一

台。

突
揚
程、

十
九
尺、

揚
水
量、

一

O
四、

0
0
0。

全
径
十
九

尺、

全
幅
一

丈
五
尺、

一

分
間
の
回
転
数
五
回。

製

作
所、

所
在
地

・

機
械
費

一
、

五
O
O
円。

土
地、

建
築
費

三
O

O
円、

水
路
工
事
費

一

O
O
円、

そ
の
他

四
O

円

総
額
一
、

九
四
O
円

「
外
に
人
見
下
新
田
六
二
三
番
地
先
(
明
治
四
十
二J

/
年
五
月
裾
付)

』
水車費用取立帳、 他

- 2 40-



と
が
で
き
る 。
お
そ
ら
くこ
の
時
期 、
村
は
活
気に
溢
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う 。

だ
が 、
そ
の
活
気
も
大
正一
二
年
九
月一
日
の
関
東
大
震
災で
萎
縮
す
る
こ
と
に
な
る 。

地
割
れ 、
隆
起 、
陥
没
と
いっ
た
被
害が
与
え
た
田
畑へ
の
影
響
は
大
き
く 、
と
う
て
い
個
人
の
力

で
は
復
旧
が
困
難
で 、
既
設・
新
設の
耕
地
整
理
組
合
が
こ
ぞっ
て
低
利
の
資
金
を
借
用
し 、
復
旧
工

事
に
充
当
し
て
い
る 。
『
君
津
郡
誌』
に
よ
る
と 、

一
七
六
万
五 、
二
O
O
円 、

こ
の
と
きの
人
見
耕
地
整
理
組
合の
借
入
金
は
五 、

さ
ら
に
二
間
塚
耕
地
整
理
組
合
と
共
同
で
三
万
円
を
借
入
し
て
い
る 。
お

そ
ら
くこ
の
三
万
円
は
川
向こ
う
の
田
畑
復
旧
に
充
当
し
た
も
の
で
あ
ろ
う 。

そ
れ
に
し
て
も
当
時の
金
で
五 、
O
の)O
万
円
を
越
え
る
借
入
金
は
大
きい 。
君
津
郡
内で
は
神
納

村
外二
大
字
耕
地
整
理
組
合の
六
万
四 、
八
O
O
円
が
こ
れ
に
つ
ぐ
が 、
」
れ
か
ら
み
て
も
人
見
村の

被
害が
い
か
に
大
き
かっ
た
か
推
察
で
き
る 。
な
お
大
正
二二
年 、
人
見
耕
地
整
理
組
合
は 、
堰
下
耕

地
整
理
組
合
(
人
見
地
区)
と
馬
込
耕
地
整
理
組
合(
神
門
地
区)
に
分
離
し
て
い
る 。
堰
下
工
区の

水
田
は
三
O
町
五
反
七
畝
九
歩 、
馬
込
工
区一
九
町
七
反一
畝一
二
歩で 、
そ
れ
ぞ
れ
大
改
良
工
事
を

実
施
し
て
い
る
が 、
こ
の
と
き
水
車
も
待
望
の
発
動
機ポ
ン
プ
に
切
り

替
え
ら
れ
て
い
る 。

こ
の
よ
う
に
関
東
大
震
災
は 、
人
見
村
に
大
打
撃
を
与
え
た 。
し
か
し 、
そ
の
後の
改
良
工
事
は
人

見
村の
農
業の
基
盤
を
支
え
る
こ
と
に
な
り 、
半
農
半
漁の
形
を
安
定
さ
せ
て
い
くこ
と
に
も
なっ
た

の
で
あ
る 。

E
 
昭
和
前
期

昭
和に
入っ
て
特
記
すべ
き
作
物
と
し
て
「
そ
ら
豆」
の
栽
培
が
あ
る 。
畑
や
水
田
の
裏
作
と
し
て

画
藤
原
式
水
車
設
置
に
関
す
る
契
約

藤
原
式
水
車
設
置
に
関
す
る
契
約
書
が
残
っ
て
い

る。

そ
れ
に
よ
る
と
工
事
を
請
負
っ

た
の
は、

吉
野
村

八
田
沼
の
大
工
・

石
井
幸
吉
で
あ
る。

費
用
は
全
部
で

一
、

二
三
五
円
四
八
銭
六
慶、

そ
の
内
訳
は
次
の
と
お

り
で
あ
る。

wv
水
車
一

両
請
渡
代
H
八
五
O
円

wv
木
口
代
H
一

O
O
円
四
銭
九
厘

wv
人
足
(
三
八
四
二
人
分)

代
目
九
六
円
五
銭

V
大
工
手
間
代
H
四
O
円
三
O
銭

wv
土
工
請
渡
代
H
三
六
円
四
O
銭

wv
伝
馬
船一

般
代
H
三
O
円

wv
樋
八
本
代
H一
一
一

円
六
O
銭

V
亜
鉛
鉄
板
(
九
枚)

代
H
八
円
三
七
銭

V
釘、

針
金
代
日
七
円
三
五
銭
二
厘

V
炭
(
二
俵)

代
H
三
二
銭

wv
そ
の
他
H
一

四
五
円
九
銭
四
厘

-241-



脚
光
を
あ
び 、
そ
の
収
益
は
大
い
に
家
計
を
潤
お
し
た 。
一
般
に
「
そ
ら
豆」
は
連
作
が
き
か
な
い
と

さ
れ
て
い
た
が 、
稲
作
と
の
交
互
の
生
産
と
い
う
こ
と
と 、
温
暖
な
気
候
に
恵
ま
れ
て 、
君
津
地
方で

は
連
作
が
可
能
で
あっ
た 。
と
も
あ
れ 、
春
に
咲
く
白
紫の
美
し
い
花
と 、
独
特の
甘
い
香
り
は
格
別

一
つ
の
風
物
詩
と
も
い
え
た 。
出
荷
時の
五
月
に
は 、
昔
は
舟で
出
荷
さ
れ
た
が 、
鉄
道
が
敷
設

で 、さ
れ
て
か
ら
は
「
そ
ら
豆
専
用
列
車」
が
運
行
さ
れ 、
ど
の
農
家
も
繁
忙
を
き
わ
め
た 。
な
お
大
相
撲

の
春
場
所
はマ
ス
席の
酒の
つ
ま
み
に
「
そ
ら
豆」
が
出
さ
れ 、
現
在
も
そ
の
習
慣
は
残っ
て
い
る 。

そ
の
「
そ
ら
豆」
の
主
な
供
給
地
で
あっ
た
こ
と
を
付
言
し
て
お
こ
う 。

一
方 、
水
田
の
拡
大
と
と
も
に
米
作
り
も
活
発
で
あっ
た 。
主
な
肥
料
と
し
て
は 、
魚
肥
(ミ
ガ
キ

ニ
シ
ン) 、
大
豆
粕 、
油
か
す 、
有
機
質の
肥
料
な
ど
が
豊
富
に
使
用
さ
れ
た 。
す
く
す
く
と
生
育
し

た
稲
は
や
が
て
穂
を
出
し 、
そ
れ
が
黄
金
色
に
変
わ
る
と 、
初
秋の
風
が
吹
き
は
じ
め 、
収
穫
期
を
迎

え
る
こ
と
に
な
る 。
そ
の
こ
ろ
に
な
る
と
農
産
物
検
査
所
か
ら
検
査
官が
派
遣
さ
れ 、
庭
先
検
査
と
称

さ
れ
る
米
の
等
級
決
め
が
行
な
わ
れ
た 。
す
な
わ
ち 、
標
準
米
と
比
較
し
て一
等
米 、
二
等
米 、
三
等

米 、
四
等
米 、
等
外
米
と
いっ
た
米の
格
付
け
が
行
な
わ
れ
る
わ
け
で 、

上
下
し
た 。
当
時
の
米の
値
段
は
変
動
制で
あっ
た 。

そ
の
等
級
に
よっ
て
値
段
も

こ
の
時
代の
大
き
な
特
色
と
し
て
は 、
前
述
し
た
大
堀・
坂
田
の
醤
油
醸
造
業
を
は
じ
め 、
近
隣の

商
人
の
手
に
渡っ
た
水
田
や
畑の
買い
戻し
が
農
民
に
よっ
て
行
な
わ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う 。
特に
農

業
と
海
苔・
漁
業の
兼
業
者
あ
る
い
は
職
人
兼
農
漁
業
者
な
ど
に
そ
の
傾
向
が
強
く 、
海
苔・
漁
業
な

ど
海
産
物
関
係の
収
益
が
よ
かっ
た
こ
と
を
物
語っ
て
い
る 。

だ
が 、昭
和
八
年の
満
州
事
変 、昭
和
二一
年の
支
那
事
変
勃
発
に
伴っ
て 、
わ
が
国
は
し
だ
い
に

戦
時
色
を
濃
厚に
し 、昭
和
二二
年
四
月
に
は
国
家
総
動
員
法
が
発
令
さ
れ
る 。
拡
大
す
る
戦
局の
な

-"'，:" 丸--
』 世了、 砂

聞聞閉園聞鱒
. '" 句民、 ・ γ e ハ.

‘旬一， 、、 心 .⑩， 、匂勺、柑ヤイぞ? ザ 特￡、可空γぐ三てブ、-- 哨 fρ、e 山 ωプブ. 吟 左 t吋ヤ払
吋 吟

停 工、三

農繁期には託児所が設立され、 多くの子供が預けられた
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徴
用
令の
実
施 、
さ
ら
に
は
従
業
員
雇
入
れ
制
限
令 、

か
で
と
ら
れ
た
こ
の
国
家
総
動
員
法
は 、
国
民
登
録
制
度の
施
行
を
は
じ
め 、
警
防
団の
創
設 、
国
民

工
場
就
業
時
間
制
限
令
な
ど
を
主
な
内
容
と
し

た
も
の
で 、
若
者
を
は
じ
め
働
き
手
で
あ
る
男
た
ち
が 、

出
さ
れ
た 。
こ
の
た
め
農
村
は
し
だ
い
に
人
手
不
足
と
な
り 、昭
和一
四
年
に
設
立
さ
れ
た
農
事
実
行

つ
ぎ
か
らつ
ぎ
に
戦
場
や
軍
需
産
業へ
か
り

組
合
も 、
い
わ
ば
こ
の
臨
戦
下
の
応
急の
対
策
と
い
うこ
と
が
で
き
よ
う 。

叫ぶ3

， 

耕地整理組合の主導で行なわれた集団苗代
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一
方 、
一
四
年一
一
月
に
は 、
食
料
不
足
に
対
応
す
る
た
め
「
米
穀
の
配
給
統
制
に
関
す
る
応
急
措

置
令」
が
公
布
さ
れ 、
さ
ら
に
翌
年一
O
月
に
は
「
米
穀
管
理
規
則」
が
発
令
さ
れ
た 。
い
わ
ゆ
る
市

町
村
別
供
出
割
当
て
を
意
味
す
る
も
の
で 、
供
出
制
度の
は
じ
ま
り
で
あ
る 。昭
和
二ハ
年
五
月 、
人

見
に
も
農
事
実
行
組
合
に
よっ
て
農
業
倉
庫が
設
置
さ
れ 、
農
作
物の
集
出
荷
な
ら
び
に
検
査 、
講
習

会
等
に
使
用
さ
れ
た 。
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さ
ら
に 、

統
制
に
よ
る
食
料
の
管
理
は
麦
類
に
も
お
よ
び 、
一

六
年
九
月
に
は
「
麦
類
配
給
統
制
規

則」

が
公
布
さ
れ
た 。

そ
し
て 、

昭
和

二
ハ
年
一

二
月
に
は
太
平
洋
戦
争
が
勃
発
し 、

食
糧
統
制
管
理

を
い
ち
だ
ん
と
強
化
す
る
目
的
で 、
一

七
年
二
月、
「
食
糧
管
理
法」

が
施
行
さ
れ
た 。

以
後、

わ
が
国
は
戦
局
の
逼
迫
と
と
も
に 、

す
べ
て
に
軍
事
が
優
先
し 、

国
民
生
活
に
必
要
な
物
資

も
日
ま
し
に
欠
乏
し
た 。

農
作
物
に
と
っ

て
不
可
欠
の
肥
料
も
不
足
を
き
た
し 、

農
作
物
の
収
穫
も
減

少
の
一

途
を
た
ど
っ

た 。

昭
和
一

八
年
に
耕
地
整
理
組
合
の
主
導
に
よ
っ

て
実
施
さ
れ
た
集
団
苗
代
も

こ
う
し
た
苦
境
を
切
り

抜
け
る
た
め
の
画
期
的
な
方
法
で
あ
っ

た
と
い
え
よ
う 。

さ
ま
さ
ま
な
制
約
と

拘
束
の
な
か
で 、

農
民
も
ま
た
血
の
に
じ
む
努
力
を
し
た
時
代
で
あ
る 。

だ
が
戦
局
は
利
あ
ら
ず 、

太
平
洋
戦
争
末
期
の
昭
和
一

九
年
ご
ろ
は 、
「
油
の
一

滴 、

血
の
一

滴」

と
い
わ
れ
る
ほ
ど
切
迫
し
た
状
態
と
な
っ

た 。

し
た
が
っ

て 、

揚
水
に
必
要
と
す
る
原
動
機
の
燃
料
さ

え
切
符
制
に
代
わ
り 、

農
民
は
ま
す
ま
す
困
窮
し
て
い
っ

た 。

ち
な
み
に
昭
和
一

九
年
の
人
見
の
水
田

は
三
六
町
有
余
歩
で
あ
っ

た 。

な
お 、
一

九
年
二
月
に
は
君
津
町
信
販
購
利
組
合
と
町
農
会
が
統
合
さ
れ 、

君
津
町
農
業
会
が
発
足

し
て
い
る 。

N 

農
地
改
革
と
戦
後
の
農
業

昭 ( 1 ) 

和

。
年
/\ 
月

五
日

農
地
改
革

日
本
は
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
し 、

無
条
件
降
伏
と
い
う

形
で
太
平
洋

戦
争
は
終
わ
り

を
告
げ
た 。

そ
し
て 、

日
本
は
連
合
国
軍
の
占
領
下
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
り 、

連
合

極
集
団
苗
代

そ
れ
ま
で
各
農
家
が
分
散
し
て
作
っ
て
い
た
苗
代
を

合
理
化
し
て
集
団
で
作
る
方
法。

つ
ま
り、

労
力
を
集
約
化
し
て
効
率
的
な
苗
代
作
り

を
実
施
し
よ
う
と
い
う
も
の
で、

揚
水
の
ロ
ス
や
育
苗

期
の
病
虫
害
の
共
同
防
除
な
ど
に
成
果
を
あ
げ
た。

用
地
と
し
て
は
字
池
田、

つ
ま
り
現
在
の
周
西
幼
稚

園
な
ら
び
に
池
田
東
・

西
公
園
が
そ
の
位
置
と
な
る。

水
田
一

町
五
反
八
畝
を
耕
地
整
理
し、

各
戸
の
所
有
反

別
に
応
じ
て
配
分
さ
れ
た。

ま
た、

集
団
苗
代
の
造
成
に
当
た
っ
て、

そ
の
水
田

を
所
有
す
る
人
へ

代
替
地
を
与
え
る
必
要
が
あ
り、

町

に
交
渉
し
て
左
記
の
よ
う
に
原
野
の
譲
渡
を
受
け
て
い

る。

【
土
地
売
渡
証
】

君
津
郡
君
津
町
大
字
人
見{
子
上
新
田
参
百
九
拾
七
番

/
古
官

一
、

原
野

八
反
弐
畝
拾
壱
歩

此
代
金

八
百
弐
拾
参
国
六
拾
六
銭

昭
和
拾
九
年
五
月士
宮
日

君
津
郡
君
津
町

売
渡
人

君
津
町
長

保
坂
亀
次
郎
⑪

君
津
郡
君
津
町
人
見
九
百
弐
番
地

人
見
耕
地
整
理
組
合
殿

FhJU
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国
軍
司
令
部
(
G
H
Q)

が
置
か
れ
た。

同
司
令
部
の
マ
ッ

カ
l

サ
l

総
司
令
官
は 、

日
本
の
政
治
・

経
済
・

文
化
の
す
べ
て
に
わ
た
っ

て
次
々
と
改
革
を
指
令
し 、

実
施
に
移
し
た。

す
な
わ
ち 、

基
本
的

人
権
の
確
保 、

婦
人
参
政
権
の
付
与 、

学
制
の
改
革 、

財
閥
解
体
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
が 、

農
業
に
お

い
て
は
農
業
の
民
主
化 、

つ
ま
り

農
地
解
放
を
推
進
し
た。

G
H
Q
が
昭
和
二
O
年

二
一
月
に
指
令
し
た
「
農
地
改
革
に
つ
い
て
の
覚
書」

は 、

数
世
紀
に
わ
た

る
封
建
的
な
圧
制
の
下
に 、

日
本
の
農
民
を
奴
隷
化
し
て
き
た
経
済
的
な
足
か
せ
を
は
ず
す
た
め
に 、

耕
作
農
民
の
利
益
を
保
証
す
る
よ
う
な
処
置
を
指
令
す
る
も
の
で
あ
っ

た。

同
覚
書
は
次
の
五
項
目
を

指
摘
し
て
い
る 。

一
、

極
端
な
零
細
農
民
形
態

二 、

小
作
人
に
き
わ
め
て
不
利
な
小
作
制
度

一 、

農
村
の
負
債
が
重
く 、

農
業
資
金
の
利
率
が
高
い

四 、

政
府
の
財
政
政
策
が
農
業
を
犠
牲
に
し
商
工
業
に
有
利

五、

政
府
の
農
業
統
制
が
農
民
の
利
益
を
無
視
し
て
い
る

そ
し
て 、
「
こ
の
よ
う
な
農
村
の
基
本
的
な
禍
根
が
根
絶
さ
れ
な
い
聞
は 、

日
本
の
農
民
の
解
放
は

は
じ
ま
ら
な
い
だ
ろ
う

」

と
述
べ

、

最
後
に 、

昭
和一
一
一

年
三
月
一

五
日
ま
で
に
次
の
項
目
を
内
容
と

す
る
農
地
改
革
の
具
体
案
の
提
出
を
要
求
し
た
の
で
あ
る 。

一
、

不
在
地
主
か
ら
耕
作
者
に
対
す
る
土
地
所
有
権
の
移
転

二 、

耕
作
し
な
い
所
有
者
か
ら
農
地
を
適
正
価
格
で
買
い
取
る
制
度

三 、

小
作
人
の
収
入
に
相
応
し
た
年
賦
償
還
に
よ
る
小
作
人
の
農
地
買
取
制

四 、

自
作
農
に
な
っ

た
小
作
人
が 、

ふ
た
た
び
小
作
人
に
逆
も
ど
り
し
な
い
た
め
の
具
体
的
な
措
置
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こ
の
指
令
に
基
づ
く
農
地
調
整
法
が
昭
和
二
O
年
一

二
月一

八
日
に
成
立
し
た。

そ
の
内
容
と
し
て

は 、

不
在
地
主
の
全
小
作
地
と
在
村
地
主
の
五
町
歩
を
こ
え
る
小
作
地
を
解
放
し
て 、

五
年
以
内
に
こ

れ
ら
の
解
放
地
に
つ
い
て
自
作
農
の
創
設
を
行
な
う
ほ
か 、

小
作
料
の
金
納
化 、

耕
作
権
の
安
定
化 、

農
地
委
員
会
の
民
主
的
な
改
組
な
ど 、

い
わ
ゆ
る
第
一

次
農
地
改
革
と
い
わ
れ
る
の
が
こ
れ
で
あ
る 。

し
か
し 、

こ
の
内
容
は
G
H
Q
の
承
認
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず 、

小
作
料
の
金
納
化
と
農
地
価
格
が

決
定
さ
れ
た
だ
け
で 、

他
は
実
施
さ
れ
な
か
っ

た。

こ
の
た
め 、

G
H
Q
は
新
し
い
農
地
改
革
を
作
成

し 、

日
本
政
府
に
勧
告
し
た。

政
府
は
こ
の
勧
告
に
し
た
が
っ

て 、

二
二
年
九
月 、
「
自
作
農
創
設
特
別
措
置
法
」

お
よ
び
「
農
地

調
整
法
改
正
法」

を
国
会
に
上
程 、

同
年
一

O
月 、

可
決
成
立
し
た。

こ
れ
が
第
二
次
農
地
改
革
と
い

わ
れ
る
も
の
で 、

そ
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る 。

一
、

不
在
地
主
の
全
小
作
地 、

在
村
地
主
の
平
均
一

町
歩
(
在
村
不
耕
作
地
主
九
段)

を
こ
え
る
小
作

地
(
北
海
道
は
四
町
歩)

お
よ
び
自
作
地
の
平
均
三
町
歩
(
北
海
道
は
一

二
町
歩)

を
こ
え
る
部
分
を

解
放
す
る 。

二 、

解
放
地
は
国
が
買
い
あ
げ 、

売
り

渡
し
を
行
な
う 。

こ
の
場
合
の
買
い
あ
げ
価
格
は 、

田
は
賃
貸

価
格
の
四
O
倍
(
標
準
田
で
七
六
O
円) 、

畑
は
四
八
倍
(
標
準
畑
で
四
五
O
円)

と
さ
れ
た。

一

方 、

売
渡
し
に
つ
い
て
は 、
一

部
を
現
金
一

時
払
い
と
し 、

残
り

は
年
賦
払
い
(
二
四
年
賦 、

年

利
三
分
二
厘)

と
さ
れ
た。

こ
う
し
て
解
放
さ
れ
た
全
国
の
農
地
面
積
は
一

七
四
万
二 、

0
0
0
町
歩
に
の
ぼ
っ

た。

こ
れ
に
よ

っ
て 、

昭
和

二
ハ
年
に
全
国
農
地
の
四
六
・

二
%
を
占
め
た
小
作
地
は 、

二
四
年
に
は

二
ニ
・

一

%
ま

で
減
少
し 、

全
国
で
二
O
O
万
戸
以
上
の
新
し
い
自
作
農
民
が
生
ま
れ
た。
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君
津
町
で
は 、

昭
和
二
二
年一

O
月
二
日
か
ら
二
四
年
一

O
月
二
日
ま
で 、

八
回
に
わ
た
っ

て
小
作

地
の
買
収
が
行
な
わ
れ
た。

地
区
ご
と
の
買
収
件
数
お
よ
び
買
収
面
積
は
左
記
の
と
お
り
で
あ
る 。

人
見
は
君
津
地
区
に
包
含
さ
れ
る 。

買
収
件
数

買
収
面
積

売
渡
し
件
数

君
津
地
区

四
三
五
件

一

六
七
町
八
段

、

一

六
九
件

周
南
地
区

二
O
五
件

八
八
町
一

段

五
四
二
件

貞
元
地
区

一

二
三
町
二
段

二
六
一

件

七
五
O
件

(
売
渡
し
面
積
は
買
収
面
積
と
同
じ
日

君
津
町
誌
よ
り)

農
地
改
革
に
当
た
っ

て 、

昭
和一
一
一

年

二
一
月 、

君
津
町
農
地
委
員
会
(
第
一

期)

が
設
置
さ
れ
た。

農
地
委
員
に
人
見
か
ら
守
治
郎
助 、

ま
た
第
二
期
の
委
員
に
は
守
彰
三 、

三
浦
卯
吉
が
選
ば
れ
て
い
る 。

一

方 、

戦
後
の
農
業
民
主
化
は 、

当
然
の
こ
と
な
が
ら
農
民
団
体
の
民
主
化
に
も
お
よ
び 、

二
二
年

一

二
月
一

五
日 、

農
業
協
同
組
合
法
が
施
行
さ
れ
た。

こ
れ
は
農
地
解
放
で
誕
生
し
た
自
営
農
民
の
自

主
的
な
組
織
と
し
て
生
ま
れ
た
も
の
で 、

共
同
購
入 、

共
同
販
売
な
ど
生
産
・

販
売
面
で
協
同
す
る
と

と
も
に 、

農
民
の
経
済
的
地
位
の
向
上
を
図
る
と
い
う
の
が
立
法
の
精
神
で
あ
っ

た。

戦
時
中
の
昭
和

一

八
年
三
月 、

農
業
団
体
法
が
公
布
さ
れ、

か
つ
て
の
農
会
系
統
の
も
の
と
産
業
組
合
系
統
の
も
の
が

合
体
し
て
農
業
会
が
生
ま
れ
た
が 、

そ
の
農
業
会
を
発
展
的
に
解
消
し 、

昭
和
二
三
年
二
月 、

君
津
町

(2 )霊
協
同
組
メ斗
ロ

カL
設
立
さ
れ
た

戦
後
の
農
業

太
平
洋
戦
争
に
よ
っ

て
わ
が
国
の
経
済
や
産
業
は
極
度
に
疲
弊
し 、

急
迫
す
る
戦
局
の
な
か
で
国
民

が
も
っ
と
も
難
渋
し
た
の
は
食
料
の
不
足
で
あ
っ

た。

都
会
の
人
た
ち
は
農
村
に
買
出
し
に
出
か
け 、

区
画
整
理
前
の
人
見
地
区
の
田
園

-248-



衣
類
や
貴
重
品
を
食
料
と
交
換
し
た。

と
い
っ

て
農
村
も
そ
れ
ほ
ど
潤
沢
に
食
料
が
あ
っ

た
わ
け
で
は

な
い

。

大
根
や
サ
ツ
マ

芋
の
入
っ

た
ご
飯
は
ま
だ
よ
い
方
で 、

戦
争
末
期
に
は
に
ん
じ
ん
や
大
根
の
葉

を
入
れ
た
雑
炊
を
食
べ
た
も
の
で
あ
る 。

そ
れ
も
米
粒
は
数
え
る
ほ
ど
で 、

椀
に
箸
を
た
て
る
と
た
ち

ま
ち
に
倒
れ
る
ほ
ど
汁
分
の
多
い
雑
炊
だ
っ

た。

栄
養
失
調
に
な
る
子
供
も
多
く 、

ま
さ
に
飢
餓
状
態

で
あ
っ

た
と
い
え
よ
う 。

こ
う
し
た
食
料
不
足
は 、

戦
争
が
終
わ
っ

て
も
し
ば
ら
く
続
い
た。

敗
戦
の
荒
廃
と
混
乱
の
な
か
で

闇
商
売
が
横
行
し 、

国
民
は
食
料
の
確
保
に
苦
労
し
た。

」
う
し
た
な
か
で 、

二
一

年
五
月
に
は
飯
米

獲
得
人
民
大
会
(
食
糧
メ
ー

デ
ー)

が
聞
か
れ、

代
表
が
吉
田
首
相
官
邸
に
坐
り
こ
ん
で
食
糧
対
策
を

訴
え
る
一

幕
も
あ
っ

た。

そ
こ
で
政
府
は一
二

年
六
月 、

社
会
秩
序
保
持
に
関
す
る
声
明
や
食
糧
危
機

「
食
糧
緊
急
措
置
法
」

を
公
布
し
た。

突
破
対
策
要
領
を
発
表
し 、

こ
れ
に
伴
っ

て
各
市
町
村
に
食
糧

調
整
委
員
会
が
設
置
さ
れ、

生
産
者
に
対
す
る
各
種
の
供
出
施
策
が
講
じ
ら
れ
た。

法
律
に
よ
る
処
罰

も
辞
さ
な
い
ほ
ど
厳
し
い
施
策
で
あ
っ

た。

そ
し
て
さ
ら
に 、

二
三
年
八
月
に
は
マ
ッ

カ
l

サ
l

の
指

令
で
「
食
糧
確
保
臨
時
措
置
法」

に
よ
る
農
業
調
整
委
員
会
が
創
設
さ
れ
て
い
る 。

こ
の
委
員
会
は 、

食
糧
の
供
給
確
保
を
主
な
目
的
と
し
て 、

生
産
計
画
(
事
前
割
当)

の
指
示
か
ら 、

公
平
を
き
し
た
生
産
者
負
担
の
供
出
な
ど 、

い
わ
ば
行
政
機
関
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る 。

だ
が 、

皮
肉
に
も
二
三
年
は 、

ア
イ
オ
ン
台
風
の
襲
来
や
秋
ウ
ン
カ
の
発
生
に
よ
っ

て
米
の
収
穫
は
大
被
害
を

受
け
た。

し
た
が
っ

て 、

関
係
機
関
に
よ
る
被
害
調
査
が
実
施
さ
れ、

そ
れ
に
基
づ
い
た
供
出
量
の
割

当
て
が
行
な
わ
れ
た。

戦
後
の
こ
の
こ
ろ 、

こ
の
供
出
量
の
割
当
て
は 、

各
農
家
に
と
っ

て
も
き
わ
め
て
難
儀
な
こ
と
で
あ

っ
た。

基
本
的
に
は
あ
ら
か
じ
め
査
定
さ
れ
た
田
畑
の
地
力
等
級
に
よ
っ

て 、

各
農
家
ご
と
の
供
出
量

-249-



が
各
町
内
ご
と
に
算
出
さ
れ
る
が 、

微
妙
な
調
整
を
必
要
と
す
る
こ
と
が
多
か
っ

た 。

人
見
で
は
役
員

の
自
宅
や
公
会
堂
に
関
係
者
が
集
合
し
て
討
議
し
た
も
の
だ
が 、

問
題
が
個
人
の
利
害
に
直
接
か
か
わ

る
だ
け
に
難
航
す
る
こ
と
も
あ
り 、

調
整
は
払
暁
に
お
よ
ぶ
こ
と
も
あ
っ

た 。

だ
が 、

生
産
者
自
体
が

困
窮
し
混
乱
し
て
い
る
世
相
の
な
か
で
は 、

そ
れ
ほ
ど
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た 。

事
態
を
重
視
し
た
G
H
Q
は 、

二
四
年
二
月、

全
国
各
市
町
村
長
へ
マ
ッ

カ
l

サ
l

指
令
を
出
し
た 。

千
葉
県
で
は
同
月
二
七
日、

各
市
町
村
長
が
千
葉
市
院
内
小
学
校
に
招
集
さ
れ 、

第
八
軍
政
部
長
官
シ

ュ
バ
l
ド

中
将
か
ら
の
指
令
が
通
達
さ
れ
た 。

そ
の
通
達
に
当
た
っ

た
の
は
千
葉
軍
政
部
司
令
官
へ
ス

タ
l

中
佐
で 、

そ
の
内
容
を
要
約
す
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る 。

「
日
本
は
今 、

戦
争
に
負
け 、

深
刻
な
食
糧
不
足
に
悩
ん
で
い
る 。

し
た
が
っ

て
ア
メ
リ
カ
が
諸
物

資
を
放
出
し
て
救
済
に
当
た
っ

て
い
る
が 、

そ
れ
に
も
限
界
が
あ
る 。

日
本
の
同
胞
が
苦
し
ん
で
い
る

今
日、

君
た
ち
は
こ
れ
を
救
済
す
る
義
務
が
あ
り 、

よ
っ

て
三
月
一

O
日
の
日
没
ま
で
に 、

各
市
町
村

長
は
そ
の
責
任
に
お
い
て
供
米
を
完
了
し
て
ほ
し
い

。

以
上
は
占
領
軍
命
令
で
あ
る 。

も
し 、

そ
の
責

任
が
果
た
せ
な
い
市
町
村
に
は 、

い
っ
さ
い
米
の
配
給
は
行
な
わ
な
い
こ
と
を
通
告
す
る 。
」

こ
れ
を
受
け
て 、

と
き
の
千
葉
県
知
事
・

川
口
為
之
助
は 、
「
生
産
農
家
に
告
ぐ
」

と
し
て 、

六
日、

次
の
よ
う
な
諭
告
を
行
な
っ

た 。

「
今
や
半
日
の
欝
賭
も
許
さ
ず 、

一

夜
の
安
逸
も
認
め
ら
れ
な
い

。

生
産
農
家
は
す
べ
て
の
困
難
を

排
し 、

あ
ら
ゆ
る
事
情
を
乗
り

越
え 、

す
み
や
か
に
供
出
を
完
了
す
る
こ
と
を
強
く

要
請
す
る 。

供
出

期
限
の
三
月
一

O
日
を
過
ぎ
れ
ば 、

た
だ
そ
れ
だ
け
で
懲
役
も
し
く
は
罰
金
の
処
分
を
受
け
る
こ
と
に

な
ろ
う 。

重
ね
て
こ
の
こ
と
を
警
告
す
る 。
」

占
領
政
策
の
い
さ
さ
か
強
引
と
も
思
わ
れ
る
通
告
と
知
事
の
苦
渋
に
み
ち
た
諭
告
だ
が 、

そ
れ
ほ
ど 月

付記
{割当12.209俵300合

君津町全部で{l実績12.226俵162合
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わ
が
国
の
食
糧
事
情
が
逼
迫
し
て
い
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る 。

し
か
し 、

」
う
し
た
苦
労
も
戦
後
の
目
ざ
ま
し
い
復
興
で
し
だ
い
に
解
消
し 、

二
五
年
八
月
に
は
肥

料
統
制
お
よ
び
農
地
価
格
統
制
解
除
な
ど
が
公
布
さ
れ
た。

つ
づ
い
て
三
O
年
か
ら
は
「
産
米
事
前
売

渡
申
込
制
度」 、

つ
ま
り

生
産
者
側
に
主
体
性
を
も
た
せ
た
供
出
制
度
に
変
わ
り 、

四
五
年
か
ら
は
米

の
生
産
過
剰
に
対
応
し
た
生
産
調
整
金
交
付
制
度
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
る 。

人
見
で
は 、

四
二
年
か
ら
土
地
改
良
事
業
に
着
手
し 、

小
糸
川
沿
岸
の
耕
地
約
四
六
ヘ
ク
タ
ー

ル
が

そ
の
対
象
と
な
っ

た
の
で
あ
る 。

昭
和
三
六
年
の
漁
業
権
譲
渡
に
伴
う

転
業
対
策
の
一

環
と
し
て 、

人
見
で
は
有
志
に
よ
る
毒
栽
培
が

人
見
農
芸
組
合

計
画
さ
れ
た。
町
役
場
の
産
業
課
や
農
協
を
訪
問
し 、
い
ろ
い
ろ
の
ア
ド

バ
イ
ス
や
指
導
を
受
け
た
が 、

特
に
農
協
の
勝
誠
次
郎
の
熱
心
か
つ
適
切
な
指
導
は 、
関
係
者
に
勇
気
と
希
望
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ

た。

準
備
段
階
の
勉
強
の
一

つ
と
し
て
ま
ず
行
な
わ
れ
た
の
が
先
進
地
の
視
察
で
あ
っ

た。
近
在
の
小
糸 、

法
木
作 、

袖
ヶ

浦
の
川
間
尻
を
は
じ
め 、

遠
く
は
房
州
の
三
芳
・

神
戸
村 、

富
山
町 、

岩
井 、

館
野
ま

で
出
か
け 、

熱
心
な
研
修
が
行
な
わ
れ
た。

当
時 、

房
州
ま
で
の
国
道
は
ま
だ
車
の
交
通
が
少
な
く 、

二
O
数
名
が
ス
ク
ー

タ
ー

や
五
O
目 。ハ
イ
ク
で
団
塊
と
な
っ

て
南
下
す
る
の
は
や
や
異
様
だ
っ
た
ら
し

く 、

途
中 、

白
パ
イ
に
答
め
ら
れ
て
尋
問
さ
れ
る
と
い
っ

た
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
あ
っ

た。

ま
た、

研
修
の
現
地
で
初
め
て
み
る
ハ
ウ
ス
や
ト
ン
ネ
ル
栽
培
に
興
味
を
示
し
た
り 、

鶏
卵
ほ
ど
も

あ
る
葺
に
驚
い
た
り 、

不
安
と
期
待
が
交
錯
す
る
毎
日
で
あ
っ

た。

こ
う
し
た
試
行
錯
誤
を
く
り

か
え
し
有
志
二
五
名
に
よ
る
「
人
見
農
芸
組
合
」

設
立
の
相
談
が
人
見

公
会
堂
で
行
な
わ
れ
た
の
は
昭
和
三
九
年
六
月 。

こ
の
日 、

組
合
長
に
守
清
次
郎 、

副
組
合
長
に
高
橋

付記
当時作られた主なる品種

l. 稲 一一早生銀坊主- ぎんまさり -千葉旭-農林8号
中生銀坊主・愛知旭-京都神力 千本旭
赤もち ・旭もち ・黄金もち等

麦 ……坊主l号・関取2号・農林9号・農林26号・ 鬼はだか等
甘藷.. 農林I号-沖縄10 0号 太白等
馬鈴薯 だんしゃく、 その他

昭和25年産米穀生産ならびに供出計画

稲作付 雑穀作付 供出農家 供出割

組合名 供出農 供出しない 計 供出農 供出しない E十 生産高 人口 保有量 当数量
家作付 農家 作 付 家作付 農家 作 付

人見 2，612畝 514畝 3，126畝 177畝 26畝 203畝
551石173合

357人
163石660合 387石513合

(1，378俵) (409俵) (969俵)

神門 1. 618畝 1. 126畝 2，744畝 157敵 73畝 230畝
299石530合

192人
88石640合 210石890合

(749俵) (222俵) (527俵)
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敏
男 、

会
計
に
守
久
治
が
互
選
さ
れ、

同
年
七
月
八
日 、

設
立
総
会
が
行
な
わ
れ、

組
合
は
正
式
に
ス

タ
l
卜
し
た。

そ
し
て
そ
の
後 、

組
合
員
は
三
七
名
ま
で
ふ
く

れ
あ
が
っ

た。

当
初 、

栽
培
に
当
た
っ

て
は 、

高
の
親
株
を
小
糸
行
馬
に
交
代
で
貰
い
に
行
き 、

共
同
育
苗
地
で
繁

殖
さ
せ
る
作
業
か
ら
始
ま
っ

た。

そ
れ
も
ト
ラ
ッ

ク
が
な
い
こ
と
か
ら
耕
運
機
で
運
搬
す
る
と
い
う

苦

肉
の
策
が
と
ら
れ
た
も
の
で
あ
る 。

育
て
ら
れ
た
新
芽
は
ラ
ン
ナ
ー
と
呼
ば
れ、

こ
れ
を
仮
植
え
し
て 、

さ
ら
に
田
畑
へ
定
植
す
る
と
い
う
手
順
が
と
ら
れ
た。

いちごのトンネル栽培
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必
要
な
資
材
の
一

つ
に
「
竹
ヒ
ゴ
」

が
用
い
ら
れ
た
が 、

材
料
の
孟
宗
竹
は 、

青
蓮
寺
の
裏
山
あ
る

い
は
周
南
の
尾
車
か
ら
買
い
求
め
た
も
の
が
使
用
さ
れ
た。

そ
れ
も
自
分
た
ち
で
伐
採
す
る
方
法
を
と

っ
た
た
め 、

残
暑
の
厳
し
い
竹
林
の
な
か
の
作
業
は 、

蚊
の
攻
撃
を
受
け
る
こ
と
も
あ
っ

て 、

Pム
、4
Pム

f
カ
f

か
苦
労
し
た
も
の
で
あ
る 。

ま
た、

高
の
栽
培
に
不
可
欠
の
用
水
は
地
下
水
を
利
用
し
た
が 、

最
初
は
潅
水
の
技
術
が
悪
く 、

悪

戦
苦
闘
し
た
も
の
で
あ
る 。

そ
の
ほ
か
葺
の
栽
培
に
は
多
く
の
手
聞
を
要
し
た。

た
と
え
ば
マ
ル
チ
ン

ビ
ニ
ー

ル
か
け 、

下
葉
か
き 、

冬
の
霜
除
け
の
菰
か
け 、

病
害
虫
予
防
な
ど 、

ま
さ
に
丹
精

グ
敷
金」 、

込
め
る
と
い
う

言
葉
の
と
お
り

栽
培
に
は
手
聞
が
か
か
っ

た。

そ
れ
だ
け
に
春
の
収
穫
期
の
喜
び
は
ひ

と
し
お
で
あ
っ

た。

人
見
の
喜
作
面
積
は
三
町
一

反 。
一

戸
当
た
り
の
平
均
耕
作
面
積
は 、

約
八
畝
で
あ
っ

た。

栽
培
の

方
法
は 、

そ
れ
ぞ
れ
個
人
の
選
択
に
よ
っ

た
が 、

ウ
ス
栽
培
方
式
を
採
っ

た
人
が
六
名 。
十
母
の
品
種
は
い
ず
れ
も
「
ダ
ナ
l

」

で
あ
っ

た。

ト
ン
ネ
ル
栽
培
の
方
式
を
と
っ

た
の
が一一一
一

名 、

収
穫
さ
れ
た
毒
は 、

主
に
東
京
へ
出
荷
さ
れ
た
が 、

一

反
の
収
穫
高
は
平
均
で
約
三
O
万
円 。

当
時

は
六
0
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
玄
米
一

俵
の
値
段
が
八
千
円
で 、
一

反
か
ら
約
八
俵
し
か
と
れ
な
か
っ

た
こ
と

を
み
て
も 、

か
な
り
よ
い
収
入
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う 。

人
見
の
毒
は
東
京
の
市
場
で
も

非
常
に
評
判
が
よ
か
っ

た。

ま
た、

県
主
催
の
葺
共
進
会
で
も
上
位
に
入
賞
す
る
組
合
員
が
輩
出
し
た。

な
お 、

毒
の
収
穫
後 、

プ
リ
ン
ス
メ
ロ
ン
ゃ
に
ん
に
く
の
栽
培
を
す
る
人
も
い
た。

人
見
の
こ
う
し
た
活
躍
は 、

転
業
者
の
華
麗
な
転
身
と
し
て
N
H
K
で
全
国
放
送
を
さ
れ
た
こ
と
も

あ
り 、

新
聞
等
で
も
数
多
く
報
道
さ
れ
た。

し
か
し 、

昭
和
四
五
年
の
大
水
害 、

耕
地
整
理
工
事
の
施

行
な
ど
に
よ
っ

て 、

四
八
年
六
月 、

解
散
式
が
行
な
わ
れ
た。

ノ、

議緋

人見農芸組合の解散式=昭和48年6月
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